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         STUDIES ON FIBRINOLYTIC ENZYMES IN 
               THE PROSTATIC GLAND 
I. FIBRINOLYTIC ACTIVITY OF FLUID OF MALE ACCESSORY SEXUAL GLAND 
                          Takayuki CHABATA 
       From the Department of Urology, Hiroshima University School of Medicine 
                         (Director Prof. T. Kato, M. D.) 
   Determination of fibrinolytic activity of male adnexal fluid (human seminal fluid, dog 
prostatic fluid) was made using fibrin-plate method. The results are summarized as 
follows. 
   I. Fibrinolytic enzymes of human seminal plasma. 
   1) In very few instances, a little plasmin activity was found in human seminal plasma 
which was proved to be almost all plasminogen activator and so proactivator was absent 
or trace. 
   2) As thermostability, the fibrinolytic activity showed a peak at  37°C in a range 
between pH 4 and 9. 
   3) There was no significant relationship between fibrinolytic activity and number 
or motility rate of spermatozoa in patients with male sterility. 
   4) In patients with male sterility, fibrinolytic activity was increased in all cases after 
treatment with gonadotropin and testosterone. However the activity showed a decrease 
around  40  th. to  60  th. day of treatment in many cases. More than a half of cases, 
moreover, the activity again increased at 20 days after cessation of the treatment. 
   II. Fibrinolytic enzymes of dog prostatic fluid. 
   1) Fibrinolytic activity of prostatic fluid obtained from so called Huggins' dog was 
determined. 
   2) Fibrinolytic activity of dog prostatic fluid showed highest peak during 20 to 40 
minutes followed by a decrease around 120 minutes. 
   3) As the increase in dose of pilocarpin-HCI injected, the amount of prostatic fluid 
and activity of fibrinolysis were increased. 
   4) Treatment with various hormones made the fibrinolytic activity of prostatic fluid 
altered. Increase of fibrinolytic activity was achieved after testosterone propionate or 
 gonadotropin injections, slight in crease was observed after ACTH, anabolic hormones or 
prolactin injections, slight decrease after cortisone therapy and decrease after estrogen 







19世紀 末Dastreが一度凝 固 した血液 が溶解
し,再 び流動 性 とるな現象 を確認 し,こ れを線
維 素溶解現象(線 溶現 象)と 名付 けて以来,多
くの学者 に よつてその生理 的並 びに臨床 的意i義
も漸 次明 らかに され るに至つた18)75)76}.研究が
進むにつれて 線溶現象 のもつ 意義 は 重 要 とな
り,ア レルギ ・-67).動脈硬化,炎 症51).腫瘍115},
ホル モソ代謝69},1不妊10)等に も 関連 す る もの
で,あ らゆる生命現象 を この線溶現象 の立場 か
ら説 明す る試 みが なされ てぎた.
泌尿器科領域 においてはHuggins&Nea1が
精液中に蛋白分 解酵素 を認 め,こ れが前立腺 由
来 のもの と報告 して以来,Tagnonii5),Astrup
&Albrechtsen5),黒田68〕等 に よつ て 次第 に解
明 され,前 立腺 の線溶能は 主 にplasminogen
activatorであることが証 明 され,前 立腺癌,
前立腺肥大症 の血中線溶能 の充進,又 術中術後
の出血 に もplasminogenactivatorを中心 と
す る局所線溶が重要視 され てき'た.
前立腺 におけ る線溶酵素 の生理的意義 につい
ては,な お不 明の点 が多 いが,い つれ に しても
前 立腺分泌液 に含有 され,精 液 の液化,運 動性
の増進 等妊 孕現象 に重要 な役割 を有 している と
想 像 されてい る10)95).
一方 前立腺機能 の 一 つの 指標検査 として,
Eckhard33)以来犬前立腺痩が用い られてい る.
これ はHuggins46〕に よ り改 良 さ れ て 所 謂
Hugginsdo9ると 呼ばれて い るが,Huggins
一派 ,Rosenkranzg9)等に より,本臓器 の性状,
組 成の研究 が多 くな され ている,且 又前立腺 は
ホルモ ソ 依存性臓 器で あり,特 に その 発育が
androgenによつ て支配 され ているが,前 立腺
分 泌液 の組成 もまた各種 ホル モンの影響 を うけ
ている82)92}9)人前立腺 に酷似 す る 犬前立腺分
泌 液におけ る線 溶の研究 は従来 非常に少 く49)99}
且つ各種ホルモ ソ影響下 の前 立腺分泌液線 溶能
を系統的 に追求 した研究は見 られ ないが,こ れ
は前立腺 の生理面,臨 床面 におい て意義 のある
問題 と考 える.








1人 精 液 に お け る 線 溶 酵 素
実 験 材 料 並 に 実 験 方法
1)人 精 液=正 常 人,不 妊 患者 の精 液 を 用 いた.こ
れ ら精 液 は 禁 欲3日 以 上 後 に 手 淫 に て滅 菌 瓶 に採 取 し
た もの で あ る.精 液 の 一 般 検 査 は 採取 後3時 間 以 内に
行 な い,可 及 的 に 線 溶 能 の 測 定 も行 なつ た が,そ れ 以
後 の 場 合 は遠 沈 後,Deepfree2er(-20℃)に保 存 し
た.
2)精 漿euglobulin液の調 整:人 精 液 を 遠 沈
(3000r、.P.m.20分)し,完全 に 精 漿 を 分離 す る.次
に生 塩 水 に て20倍量 に稀 釈 し,酢 酸 を 加 え て,ガ ラス
電 極pHメ ー タ ーでpH5.2に 調 整 し,30分放 置後,
再 び遠 沈(3000r.P.m.20分)し沈 査 を と り,こ れ
をVerona1緩衝 液(pH7.6)に て元 の 精 漿 の10倍量
に も どし,こ れ を 被 検 液 とした.
3)streptokinase(SK):Lederle社製Vari-
daseを生 塩 水 に とか し,SK100u/ccに調製 して使
用 し た.
4)fibrinogen:Armour社製 牛fibrinogenを
Veronal緩衝 液(pH7.6)に て,0.1%に調 製 した.
5)thrombin:ParkDavis社製(5000u.)のも
の を 使 用 し,生 塩 水 に50u/ccの濃 度 に調 製 して用 い
た.
6)線 溶 能測 定 法:Astrup&Mtillertz!4),MUI-
1ertz&Lassen87},安部1)2),真木7T)等のfibrin平
板 法 を 用 い た.即 ち 上 述 のO.1%,fibrinogenをペ
トリシ ャ ー レに8cc注 入 し,ペ トリシ ャ・一・ tzをよ く
撹 拝 しな が ら前 述 のthrombin液を3滴 加 え,よ く
混合 し,均 質 なfibrin平板 を つ く る.こ れ が標 準平
板 で あ る.こ の 標 準 平 板 を85℃,30分加 熱 して基 質中
のPlasminogen,plasminogenactivator等を不活
性 化 して加 熱 平 板 を 作 製 した.標 準平 板 は主 にplas-
minogenactivator測定 用 に,又 加 熱 平 板 はplas-
min測 定 用 に用 いた.線 溶 酵 素 の 測 定 は 平 板 上に 被
検 液 を0.03cc滴下 し,18時間,37℃ に保 存 した後,
溶 解 したfibrin窓の長 短 径 をmmで 測 定 し,そ の
















2)SK加 精 漿 線溶 能.
精 漿 及 び精 漿euglobulin液にSK(100u./cc)
を 同量 加 え,標 準 平 板 に て線 溶 能 の 変化 を み た.図1
の 如 く精 漿 では10例中8例 に線 溶 能 の元 進 を み た.精
漿euglobulinUeでは5例 が尤 進 し,3例 が 不 変 で,
2例 が逆 に減 少 した.SKに よっ て 線 溶能 の充 進 した
例 の あ るこ とはproactivatorを含 有 し て い る症 例 の
あ る こ とを示 し てい る.し か し,不 変 減少 の あ る こ と
は 症 例 に よつ てproactivatorは一 定 し て いな い こ と
を 示 して い る(図1).
3)精 漿euglobulin液のthermostability・
Plasminogenactivatorの性 質 を知 るた め に精 漿
















































































































































































































































































































































































液 を作 製 した.
4)thrombinPrakDavis社 製.topical
thrombin(5000u.)を使 用 し,生 塩 水 に て50u./cc
の 濃 度 に溶 解 し て用 い た.
5)penicillin液;蒸溜 水 に て10万単 位 ユccの濃 度
に溶 解 した.
6)塩 酸 ピPカ ル ビ ン
実験 方 法
1)所 謂Hugginsdogの作 製:雄 成 犬 を ラボ ナ ー
ル に て 麻酔 し,開 腹 後 膀 胱 を露 出 し膀 胱 頸 部 で 出来 る
だ け 膀 胱 に近 接 し て切 離 せ しめ,両 断 端 を 絹 糸 に て結
紮 す る.一 方 金属 カ ニ ュ ー レを膀 胱 前 壁 に 固定 し,先
端 を 創 外 に 出 し,こ こか ら尿 を放 出す る様 に し,前 立
腺 分泌 液 は 経 尿 道 的 に 採 取す る方 法 を とつ たS2)92).
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2)前 立 腺 分 泌 液 の 採取:塩 酸 ピ ロヵ ル ピン10mg
を 静 注 し,60分 間 の 分 泌液 を 特 製 滅 菌 容器 に 採 取 し
た.採 取 はHugginsdo9作製 後10日目 よ り5日 目毎
に 採取 し,15日 目 以 後 の 前 立 腺 分 泌 液 を 実 験 に供 し
た.
3)尿 路 感 染 に 対 す る処 置:テ トラサ イ ク リン(100
mg/day)を毎 日皮 注 した.
4)採 取前 立 腺 分 泌 液:採 取 した 前 立 腺 分 泌液 は 遠
沈(2000r.p.m.15分)後,上 清 を 分 離 し,直 ちに
線 溶 能 測 定 に供 す るか,又 はDeepfreezer(-20℃)
に 保存 し た.測 定 に あ たつ て は生 塩 水 に て5倍 量 に 稀
釈 して 被 検 液 とした.
5)線 溶 現 象 測 定 法=前 述 のFibrin平板 法 を用 い
た が,犬 前立 腺 分 泌 液 中 に は細 菌 が 皆 無 で な い の で,
細 菌 性 の 線溶 現象 を 防 ぐた め に 前 述 のpenicillin液
をthrombin液を 滴 下 す る直 前 に3滴(約0.1cc滴
下 混 合 し,標 準 平 板,加 熱 平 板 を作 製 した.
6)ホ ル モ ン 剤投 与 法:下 記 ホル モ ソ量 を 毎 日,20






実 験 成 績
1)犬 前 立 腺 分 泌液 の線 溶 能
塩 酸 ピロカ ル ピソを10mg静 注 し,60分 間 の採 取
前 立 腺 分 泌 液 の線 溶 能 は,標 準 平板 で は200～350mm2
が ほ とん どで あ るが,加 熱平 板 で は 全 く溶 解 がみ られ
なか つ た.又 標準 平 板 で 前立 腺 分 泌 液 量 と線溶 能 の 間















































































































































































































440 表7prolactin(50i.u./日)投 与 群
5,6
2)gonadotropin投与群(200u./day)
線溶 能 は5～10日 目に て 尤 進 を 示 した 後,や や 平 行
状 態 とな つ てお り,testosteronpropionateとほ ぼ
同 様 の経 過 を示 して い る.
投 与 を 中止 す る と線溶 能 の低 下 を示 して い る.分 泌
液 量 は10日目が 最 高 で,15日で や や 減 少 して,20日 目
















































































































線溶 能 は10日目頃 よ り漸 次 充 進 の 傾 向 に あ る.分 泌




















































線 溶 能,分 泌 液 量共 多 少 の 変 動 は み られ るが,全 体
的 に有 意 の 差 は み られ ない(表9).
7)m6thylthiouraci1投与 群(50mg/day)
線 溶 能,分 泌 液 量 共有 意 の 差 は み とめ が た い(表
10).
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線溶 能 は10～15日目よ り軽 度 の低 下 を 示 して い る も



































































人精液 に 飾 血 を溶解 す る 酵素 のある こと
は1942年Huggins&Neald9}によつて 明らか
に され,人 精 液 中 にはfibrinolysinが多 く
fibrinogenaseの少量が 含有 され てお り,い ず
れ も前立 腺 由 来 の もの とされた.更 にVon
Kaulla&Shettle64)にょって,人 精液中 には
fibrinolysin,fibrinolysokinase,antifibrinoly-
sin及び,SKに よつて 活性化 され る物質 の
存在が 明 らかに され,以 来多 くの研究がみ られ
る.又Lundquist73}74〕,須山111〕,内藤91}はア ミ
ノ酸代謝面 より蛋 白分解酵素を検索 してい る.
須 山ll1,によれば 射精直後 精液 中の ア ミノ酸は
極 めて低濃度 で且 つ,そ の種類 も少 ないが,時
間 の経過 と共 にその種 類及 び濃度 は急速に増加
し,37℃,10～15時間後には,アスパ ラギソ酸,
グル タ ミン酸,グ リシ ソ,ア ラニソ等15種類 の
ア ミノ酸 を検 出 してお り,こ れは精嚢分泌液が
前立腺分泌液 と混 合 しては じめて,ア ミノ酸遊
離が激 し くな るとし,教 室 の田中118}も同様 の
成績 を得 てい る.更にRasmussen&Albrecht-
seng4)95},Yingeta1127)等によつ て精液 の線溶
系が次第 に解明 されて き・た.著 者 もfibrin平
板法を用いて検索 したが,精 液 にはplasmin,
plasminogen作用 を示す ものは ほ とんどな く,
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存在 してもわずかで あ り,そ の線溶能 のほ とん
どはplasminogenacしivatorであつた.ま た
proactivatorはわずかに 認め る症例 もあるが,




とほぼ同様 である.こ れは酸性側で は,血 液及
び尿 のthermostabilityに類似 し16}88)89),ア
ルカ リ側 では組織activatorに類 似 してい る
という19[,更に,Rasmussen&Albrechtsen95)
はpepsinogenの分離に よ り,人 精液中の組織
activatorを確認 し,他 臓器分泌液 は血液 か ら
の1abileactivatorである と信 ぜ られてい るか
ら大変興味深い としている.
以上の様 に人精液 中に線溶系酵素が多量 に含
有 されてい ることは,精 子 と精漿 の間 に線溶酵
素を通 して,何 らか の関係が あるので はないか
と著者は特 に不妊患者の精液について検索 を行
なつた.即 ち精漿 の線溶能は主にplasminogen
activatorであ り,そ の線溶能 は 各個人に よつ
て差がある.精 子数 と線溶能 では有意 の関係は
み られ なかつたが,こ れ は線溶酵素 が前立腺 由
来のものであ ることか ら考 えて当然 の ことと考
え られ る.
精子運動率 と線溶能の関係について,雨 宮川
は統計学的に 有意 の 相関関係 あ りと してい る
が,著 者は これについて有意 の関係を見い出 し
得なかつた.勿 論 精子運動率は 精液採取 の 時
間,禁 欲期 間,年 令及 び精液 の化学的成分 等に
よつて左右 され るもので あ り,精 液 中の線溶酵
素は精子運動率に関 しては重要な意義が あ ると
考 えられ るが,著 者の成績か らは,特 に強 い影
響を与 えるとは考 え られない.
原発性不妊症 と続発性不妊症 の精 漿線 溶能に
ついて雨宮10}は分散度 においては著変 を認 めな
いが,続 発性不妊症群が高単位 につれ てい ると
し,こ れは続 発性 不妊 症群 の夫 の精液 は正常乃
至,少 な くとも過去 において妊 孕力を持 つてい
たもので,他 方原発性不妊症群 は妊 孕力を欠除
する場合を可 成 り多 く含んでい るため とし,こ
れか らも線溶系が受精 現象 に関 して重要 な因子
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としてい る.更 に氏はcaseinを基質 として精
漿 のcaseinolyticplasminactivityを検索 し,
精液粘調度 及 び 精子運動率 との 相関関係を認
め,現 在 精液の 液化 はplasminによる と考え
られ ているがcaseinolyticplasmin系もよ り
大 きな意義を有す る とす る興味深い報告を して
い る12}13).
他方Yingetali27}は精液 とそれに含 まれる
前立腺分 泌液の関係について,同 一症例 で前立
腺分泌 液 よりも,精 液の方 がは るかに強 い線溶
能 を示 した ものが,半 数 に み ら れ た と し,
Rasmussen&Albrechtsen94)もこれ に何か促
進 させ る因子 の存在 を推測 しているが,更 に検
討 さるべ き問題 と考 える,
前立腺 と妊孕性 について特 に前立腺分泌液を
中心に,精 子 の活性化作用 の研究は古 くか ら多
くな されてお り59)109,),精子は前立腺分 泌液 に よ
つて活性化 された後,は じめて充分 な受精能力
を得 る と信 ぜ られてい るが,石 神57)は前立腺炎
患者 の臨床 的観 察か ら,前 立腺分泌液 の精子 の
運動性 を高 める働 ぎをす る点 で授精 に重要 な役
割 を持つ ことは明 らかで あるが,そ れが絶対不
可欠 な条件 とは いい難 く,今 後明 らかにすべ き
多 くの問題が残 され てい る としてい る.
精液 中の線溶酵素 の生理作用,特 に妊孕性 と
の関係 については不明の点が多 く,想 像 の域 を
脱 していない.線 溶酵素 は血液 の流動性 に対 し
て重要 な役 目を持 つてお り,凝 固性 の緩和又は
その予備的 な役割 を してい るとされ,又 種 々の
分泌液即 ち唾液7)38),汗腺6),乳腺15)28)122},涙
腺110)及び尿 工5)16}123)におけ る 線溶酵素又は こ
れ らの活性因子 は,こ れ ら分泌管 を種 々の閉塞
性因子 よ り守 り,分 泌能を保持 してい ると考え
られてい る.こ れが線溶酵素の生理作用 と考え
れ ば,前 立腺由来の人精液中の線溶酵 素は精 液
を液化 し,精 子 の子宮腔 への潜入 を容 易に して
いる と考 え られ る.更 に興味 ある ことは排卵期
には子宮頸 部のantiplasminの消 失 が み ら
れ121).雨宮に よれIXil).i頸管粘液 と精液 の合す
ることに よ り,線 溶能が更 に充進 し,頸 管粘液
の溶解,精 子 の運 動性 の増 進を もた らせ精子の
頸管粘液 の穿通作用 を獲得 するであろ うとして
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い る.
現在試 み られ ている精子減少症 に対 するホル
モ ソ療法 は,1)性 腺刺戟ホル モソ療法,2)性
ホルモン療法,3)甲 状腺ホル モソ療法,4)副
腎皮質 ホルモソ療法,5)こ れ らの併 用療法 で
あ る.著 者 は不妊症患者 に性腺 刺戟 ホルモ ン及
び男性 ホルモソ剤 を投与 し,精 液量,精 子数,
精子運動率,線 溶能 の変動 を観察 した.
gonadotropinは細精管を肥大せ しめ,間 質
細胞 を増加せ しめ る作用を有 し,こ れが精子減
少症 に有効 であるとの報告は多い53}54)55}101}125)
126}.Hecke14i)は男性 ホルモ ソの大量持続投与
は細精管 の萎縮を示 し精子欠如症 とな ると述 べ
てい るが,更 に彼は投与を中止 す ると精 子数 の
増加 を認 め,こ れ をreboundphenomenと名
付け た44⊃.志田10")はこれを"慣 れの現 象"e牲
中枢 脱感作"と い う見地 か ら説 明 してい る.
著 者の成績はgonadotropin&testosterone
投与 に より,全 例 に線溶能 の充進 を認 め,又 半
数 以上 に精子数,精 液量,精 子運動率 の増加 を
認 めたが,40～60日目にはやや抑制 をうけ る症
例が み られ た.精 液 の線溶酵素が造精機 能の元
進 に 関係 が ある とすればrebounphenomen
に際 し線溶能 の変動が考 え られ る.著 者 の成績
では治療 中止後20日目に半数以上に線溶 能の元
進 をみ ている.し か も精子数,精 子運動 率で も
半数以上 に 増加 を みている.即 ち 線 溶酵素 は
reboundphenomenに際 して 変動 す るもの も
あ り,何 らか の意義を有 してい ることが推測 せ
られ る,
前立腺機能は 主 として 前立腺 の 大 きさ,重
量,組 織像,抽 出物,前 立腺分 泌液 等の量,性
状に よ り推論せ られ るが,特 に酵素面では間接
的又は直接的に検 査が行なわれ る.例 えば酸 ホ
ス ファターゼ,線 溶酵 素等 は間接的 には血液,
尿等 に より検索 され,直 接的 には組織,前 立腺
分泌液 より検 索 され る.前 立腺 の機能生理等 に
っいての研究 を行 な うために前立腺腰が古 くよ
り用 い られ ている.
前立腺分泌液採取 を 目的 とす る犬前立腺癌 は
1863年Eckhard33}によつ てはじめ られ,1931
年Farrel134)によつ て改良 され たが長期 の観察
は出来なかつた.更 に これ をHuggins46}が改
良 して所 謂Hugginsdo9を作製 し,長 期 の観察
が 可能 となつ た.モ ルモッ ト でも 試 み られた
が21}S4),これは前立腺分泌液以外 の他 の副性器
分泌液 も混入 す るので精嚢を もたない犬が実験




腺分 泌液 の詳細 な化学的性状,種 々の因子が解
明 され,前 立腺生理 について更に一 段 と検討が
な され つつあ る.
犬前立腺分 泌液につい て最初 に蛋 白分解酵素
の存在 を見い 出したのはHuggins&Nea149〕
で,犬 前立腺分 泌液にはfibrinogenaseが多 く
fibrinolysinは少ない とした.犬 前立腺分泌液
の線溶酵素 については 以来Ro§enkranz99⊃が
塩酸 ピロカル ピン投与 と蛋白分解酵素について
少 し述べ ているにす ぎない.
著 者の実験に よる と犬前 立腺 分泌液,線 溶能
は主にplasminogenactivatorであり,分 泌
液量 とは相関関係 は見 い出 し得 なかつた.塩 酸
ピロカル ピン投与 によつ て全身 の分 泌機能 の充
進 が起 こるが,前 立線分泌液線溶能 は塩酸 ピロ
カル ピソ投与 によ り次第 に増 強 し,120分後に
は低 下を示 している.又 塩酸 ピロカル ピンの増
量 に よつ て 分泌液線溶能 の 充進 を 示 す ことは
Rosenkranz99)も認め てい る.
前立腺 は外分泌臓器 であ り,そ れ 自身 ホルモ
ソの産生 は行 なわないが8ω,しか し前立腺は各
種 内分 泌臓 器に依存性 であ る.線 溶酵素 と各種
ホルモ ソとの関係 につ いては血液 において多 く
の研究 がみ られ る9)28)35)36)37)le6)前立腺 を介 し
ての,即 ち前 立腺分泌液 と線溶酵素 に関 しては
Yingetali27}がestrogenの投与 によ り前立
腺分泌液 の線 溶能が低下す る との報告が あるに
すぎない.前 立腺 を と りま くホル モン環境,ホ
ル モン と線溶酵 素及び著者 の成績 について以下
考察す る.
即 ち著 者は所謂Hugginsdo9に各種 ホルモ
ン剤 を投与 し,そ の前 立腺分泌液 におけ る線溶
能 の変動 を観察 した.
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前立腺の 男性 ホルモ ソ 依存性 に つ い て は
Moore&Price85〕,Huggins&Clark47》等 の
ラッテを用いての実験が あ り,又 犬前立腺痩 に
おいてはHuggins46),Rosenkranz&Candhirl。o》
の実験 が あり,い ずれ もtestqsteronepropio-
nate投与 により前立腺機能充進 を示 してい る.
testosteronepropionateと線溶 の 関係 につ い
てBelli22),Fearnley&Chakrabarti35)は
testosteronepropinate投与 に より 血中線溶能
はいずれ も充進をみてい る.著 者 は前 立腺分 泌
液にてtestosteronepropionate投与 に よ り前
立腺分泌液の増加 と共 に著 明な線溶 能の充進 を
みてお り,特 に5～10日 目においてi著しい.
testosteroneProPionateに反 しes rogen投
与は 前立腺の発育 を 阻止 し,機 能低 下を 来 た
す25,32)47)70}107}estrogenの線溶 に 対す る影響
については泌尿器科領域では前 立腺疾患,特 に
前立腺癌 のestrogen療法に際 し線 溶能の変化
を観察 したものが多い1)72}113〕117)128}多くは前
立腺細胞又は癌細 胞の活性 産生 が抑 え られ,間
接的に血中線溶能 の低下 を認 めてい るが,米 瀬
他128)は前立腺肥大症 において術前 のみな らず
腺腫を易lj除した後 にestrogenを投与 し,線 溶
能の低下を みてお り,前 立腺 細胞を 介 さない
estrogenの線溶そ のものに対す る直接作用 も認
めている.著 者 もestrogen投与 に より前立腺
分泌液量 の著 明な減少及 び中止 をみ てお り,更
に.前立腺分泌液線溶能 の 低下 を 全 例に み てい
る.特 にestrogenと線 溶酵素の関係 につ いて
は臨床的 にも興味 深い ものがあ り稿 を改め て検
討の予定であ る.
脳下垂体前葉か ら分泌 され る性腺機能 を促進
する性腺刺戟 ホル モンには 卵 胞ホル モン(FS-
H),間質細胞刺戟 ホルモ ン 又は 黄体形 成ホル
モン(ICSH又はLH),黄 体刺戟ホル モソ(L-
TH)があり81}86),雄に対 しては,FSHは 精子
形成を起 こし,LHは 睾丸 の細精 管 と間質細胞
に働いてandrogenの分泌 を促進す る とし,精
褒,前 立腺 に対 しても肥大 を起 こす 著者は性
腺刺戟ホル モン として,こ れ とほぼ同様の作用
を持つ妊馬血清性性腺刺戟 ホルモ ン(PMS)の
製剤を用いて検討 した.分 泌液量 は5日 目よ り
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かな りの増量 を示 し,前 立腺の機 能充進 がみ ら
れ る.前 立腺分泌液 にお いて性腺刺戟 ホル モン
投与 時の線 溶能の変化をみた報告はないが,著
者 の成績 では 線溶能 の 充進 を 認めた.こ れは
testosteronepropinate投与時 の線溶 能の変化
とほぼ同様 で あ り,睾 丸か らのandrogen分泌
の増量 に比例 す ると考え られ る.な お文献 によ
れば米瀬他128〕は前立 腺肥 大症 患者 にgonado-
tropin製剤を投与 し血中線溶能 の増進 をみ てい
る.
prolactinは脳下垂体か ら産 する 第三 の性腺
刺戟ホル モソ斉1」(LTE)であ り,そ の生理作用は
黄体刺戟作用 と乳汁分泌作用 とされてい る86).
男性 におけ るLTEの 作用は現在 の所 不明であ
るが,androgenの存 在下において前立腺の発
}
育促進作用 が あ ることが 認 め られてい る40)102
116)最近浅野 は前 立腺 をprolactinのtarget
organとして興味 深い研究を してい る.著 者 の
前立腺を介 してのprolactinの線溶 能に及 ぼす
影響 を観察 した所,5～10日 目にて線溶能 の充
進を認 めた.し か しtestosteronepropionate,
PMS程 の充進 は認 め られなかつた.
脳 下垂 体副腎系 と線溶能 の関係 につい ては多
くの 興味 ある 研究 が 血 液において なされ てい
る.Ungar&Damgaad120)はモル モッ トを用
いてACTH,cortisone投与に よつて線 溶酵 素
には変化 はみ られず,antiplasminの増量をみ
た とし,雨 宮9}もア レルギ ー疾患の患者 につい
てACTH,cortisoneによつてplasminの変
化 はみ られず,antiplasminの増進 を認 め,更
にhydrocortisoneではいずれ も変化 をみなか
つ た としてい る.そ の他加藤62)はACTH投与
に よつて線溶 能の低 下を認め てい る,cortisone
が線溶酵素 の抑制 をす ると述べ てい る文献 も多
いが103》106)108)119).Chakrabarti&Fearnley28}
37)はACTH,cortisone投与 に よ り線溶能 の
増強 をみた としてい る.一 方米瀬他128)は前立
腺肥大症,前 立腺癌患者 にACTH,cortisone
を投与 し,そ の血 中線溶能 をみ てい るが,必 ず
しも線溶能 の抑制 があ るとは限 らず,副 腎皮質
の態度及 び反応 には個 人差 が あ り,一 定の傾 向
が線溶 に関 しては認 め られない としてい る.著
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老 は前立腺 を介 して,そ の分泌液 で脳下垂体 副
腎 系 と線溶 の 関係をみたが,ACTHで は5～
10日に線溶能 の充進 を示すが以後 は平行状態 と
な り,線 溶能 の低下を示す ものも多 い.corti-
sone投与 では5～10日 目には ほ とん ど変 化は
み られないが,以 後軽度の線 溶能 の抑制 がみ ら
れた.し か しこれのみで一定 の傾 向を論 ず るこ
とは困難 でなお検討 を要 する もの と考 え る。
甲状腺 と雄性性腺 の関係 につい ては一定 の結
論 はみ られない.Maqsood&Reinke78)はマ
ウスに甲状腺剤 を投与 し,精 嚢上皮 の増殖 と精
子形成促進 を認 め,更 にRichter&Winter97)
Maqsood79)も同様 の 報告 を してい る.一 方
Smelserlo5)等83196)は甲状 腺物質 の投与 が睾 丸
重量 の減少,性 腺上皮の変性,男 性ホルモ ン分
泌減少 を来 たす としてい るがCarneron&Car-
michae126).Cohn30)等は性腺 に対 して無影響 と
してい る.一 般に適当な少量 の甲状腺剤 の投与
は雄性性腺に対 し機能充進 を与 えるが,大 量投
与はむ しろ障害 を与 える もの と考 え られ る56).
甲状腺 と線溶能 の 関係に つ いてはPeregoet
a193)の報告 が み られ る が,著 者の成績は甲状
腺剤投与 に より前立腺分泌液中の線 溶能に特に
変化 はみ られ なか つた.
甲状腺機能低下 と性腺 との関係 に ついて も多
くの研究者 の成績は 一定 していない23》45〕124)129}
130).著者 のmethylthiouraci1投与 に よる前立腺




には強力な窒 素貯留作用即蛋 白同化作用 のある
ことが知 られ ている65,.著者は蛋 白同化 ホル モ
ン剤 としてはandrogenicな作用が少な く,し
か も蛋 白同化作用が強い といわれ るDurabolin
(三共,19-nor-testosterone-phenyl-propionate)
を使用 した.蛋 白 同化 ホル モン 剤 は 下 垂 体
gonadotropinの分泌 抑 制 作用 が あ り39)63},
Feed-back機転 による性腺の萎縮を来た した報
告 もみ られ るがgω.一 般 に 副 作 用 と し ての
androgenicな作用が 多 くみ られ る.蛋 白同化




















液)に つ いて 飾 血 平板法 を 用 いて 線溶酵素
の測定を行 ない次 の結果 を得 た.
1人 精漿 の線溶酵素
1)精 漿中 にはわず かにplasmin作用を も
つ ものが 少数 に み られ るが,ほ とん どPlas-
minogenactivatorであ りproactivatorは欠
如す るか存在 して もわずかで ある.
2)thermostabilityはpH4-9の問に 強い
線溶能を示 し,37℃ が最高 の 線溶 能を有 して
い る.
3)男 性不妊 症では精子数,精 子運動率 と線
溶能 では有意 の関係を認 めなかつ た.
4)男 性 不 妊 症 をgonadrotroPin,testo-
steroneにて治療 す ると全 例に線溶 能の尤進を
認め るが,40～60日目では低下す るものが多 く,
治療 中止後20日目では半数以上 が再 び線溶能の
充進 を示 した.
H犬 前立腺 分泌液線溶酵素
1)所 謂Hugginsdo9を作製 し,そ の前立
腺 分泌液に つい て線溶能 を測定 した.
2)犬 前立腺分泌液線溶 能の時間的推移は20
～40分にて充進 を示 し,120分で低下 を示 した.
3)塩 酸 ピロカル ピソ増量 によ り前立腺分泌
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液量,線 溶能は増加 を示 した.
4)各種 ホル モソ剤投与 に より前立腺分泌液
線溶能は 変動 を示 した.即 ちtestosterone,
gonadrotropinによつて線溶 能の尤進 を き'たし
ACTH,anabolichormone,prolactinにて 軽
度の充進を示 した.estrogenにて線溶 能の低
下を示 し,cortisoneにて軽度 の低下 をみた.
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